
7 石鍋真澄教授　略歴・業績

石
鍋
真
澄
教
授　

略
歴
・
業
績

略　

歴

一
九
六
八
年
三
月　
　

埼
玉
県
立
浦
和
高
校
卒
業

一
九
六
九
年
四
月　
　

東
北
大
学
文
学
部
入
学

一
九
七
三
年
三
月　
　

東
北
大
学
文
学
部
哲
学
科
（
美
学
・
西
洋
美
術
史
専
攻
）
卒
業

一
九
七
三
年
四
月　
　

東
北
大
学
文
学
研
究
科
入
学

一
九
七
五
年
三
月　
　

東
北
大
学
文
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
（
美
術
史
学
専
攻
）

一
九
七
五
年
四
月　
　

東
北
大
学
文
学
研
究
科
博
士
課
程
進
学

一
九
七
五
年
一
一
月　

イ
タ
リ
ア
政
府
給
費
留
学
生
と
し
て
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
大
学
文
学
・
哲
学
部
（
美
術
史
研
究
所
）
留
学
（
一
九

七
九
年
二
月
ま
で
）

一
九
七
九
年
四
月　
　

成
城
短
期
大
学
専
任
講
師

一
九
八
二
年
四
月　
　

成
城
短
期
大
学
助
教
授
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海
外
研
修
に
て
ロ
ー
マ
で
研
究
（
一
九
八
三
年
三
月
ま
で
）

一
九
八
八
年
四
月　
　

海
外
研
修
に
て
ロ
ー
マ
で
研
究
（
一
九
八
九
年
四
月
ま
で
）

一
九
九
〇
年
四
月　
　

成
城
短
期
大
学
教
授

一
九
九
四
年
四
月　
　

成
城
大
学
短
期
大
学
部
教
授
（
名
称
変
更
に
よ
る
）

二
〇
〇
一
年
四
月　
　

成
城
大
学
短
期
大
学
部
長
・
成
城
学
園
理
事
（
二
〇
〇
五
年
三
月
ま
で
）

二
〇
〇
五
年
四
月　
　

成
城
大
学
文
芸
学
部
・
文
学
研
究
科
教
授

二
〇
一
〇
年
四
月　
　

海
外
研
修
に
て
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
研
究
（
二
〇
一
一
年
三
月
ま
で
）

二
〇
一
三
年
四
月　
　

成
城
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
長
（
二
〇
一
五
年
三
月
ま
で
）

二
〇
一
六
年
五
月　
　

海
外
研
修
に
て
ロ
ー
マ
で
研
究
（
二
〇
一
七
年
三
月
ま
で
）

二
〇
二
〇
年
三
月　
　

成
城
大
学
退
職

和
光
大
学
（
一
九
八
五

－
八
七
年
）
女
子
美
術
大
学
（
一
九
八
六

－

八
八
年
）
山
形
大
学
（
一
九
八
七

－

八
八
年
度
、
一
九
九
六

－

九
七
年
）
学
習
院
女
子
短
期
大
学
（
一
九
九
〇

－

九
二
年
）
実
践
女
子
大
学
（
一
九
九
〇

－

九
三
年
、
二
〇
〇
四

－

〇
六
年
）
共
立

女
子
大
学
（
一
九
九
三

－

九
五
年
）
日
本
女
子
大
学
（
一
九
九
五

－

九
六
年
）
岩
手
大
学
（
一
九
九
六

－

九
七
年
）
東
京
外
国
語
大

学
（
一
九
九
七

－
九
八
年
）
日
本
女
子
大
学
大
学
院
（
一
九
九
八

－

二
〇
〇
一
年
）
上
智
大
学
（
二
〇
〇
〇

－

二
〇
〇
一
年
）
東
北

大
学
・
東
北
大
学
大
学
院
（
二
〇
〇
一

－

〇
二
年
）
な
ど
で
非
常
勤
講
師
を
務
め
る



9 石鍋真澄教授　略歴・業績

学

　位

博
士
（
文
学
）
二
〇
〇
六
年
三
月　

東
北
大
学

賞

　罰

一
九
八
八
年
度
（
第
一
二
回
）
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
賞
受
賞
（
受
賞
対
象
作
品
『
聖
母
の
都
市
シ
エ
ナ　

イ
タ
リ
ア
の
都
市
国
家
と
美
術
』）

一
九
九
一
年
度
（
第
一
五
回
）
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
賞
共
同
受
賞
（
受
賞
対
象
作
品
『
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
』
全
六
巻
）

業　

績

主
要
著
書

『
ベ
ル
ニ
ー
ニ　

バ
ロ
ッ
ク
美
術
の
巨
星
』
吉
川
弘
文
館　

一
九
八
五
年
（
歴
史
文
化
セ
レ
ク
シ
ョ
ン　

二
〇
〇
九
年
）

『
聖
母
の
都
市
シ
エ
ナ　

中
世
イ
タ
リ
ア
の
都
市
国
家
と
美
術
』
吉
川
弘
文
館　

一
九
八
八
年

『
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
が
立
つ
か
ぎ
り　

私
の
ロ
ー
マ
案
内
』
吉
川
弘
文
館　

一
九
九
一
年

『
あ
り
が
と
う
ジ
ョ
ッ
ト　

イ
タ
リ
ア
美
術
へ
の
旅
』
吉
川
弘
文
館　

一
九
九
四
年
（
歴
史
文
化
セ
レ
ク
シ
ョ
ン　

二
〇
一
〇
年
）

『
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
』
吉
川
弘
文
館　

二
〇
〇
〇
年

『
ピ
エ
ロ
・
デ
ッ
ラ
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
』
平
凡
社　

二
〇
〇
五
年

『
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
世
紀　

ル
ネ
サ
ン
ス
の
パ
ト
ロ
ン
と
美
術
家
の
物
語
』
平
凡
社　

二
〇
一
三
年

『
教
皇
た
ち
の
ロ
ー
マ　

ル
ネ
サ
ン
ス
と
バ
ロ
ッ
ク
の
美
術
と
社
会
』
平
凡
社　

二
〇
二
〇
年



10

そ
の
他
の
著
書
・
共
著

『
新
西
洋
美
術
史
』
西
村
書
店
（
千
足
伸
行
監
修
）
一
九
九
九
年

『
ア
ッ
シ
ジ
の
聖
堂
壁
画
よ
、
よ
み
が
え
れ
』
小
学
館
（
ア
ー
ト
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
二
〇
〇
〇
年

『
ヴ
ァ
チ
カ
ン
物
語
』
新
潮
社
（
と
ん
ぼ
の
本
）
二
〇
一
一
年

『
誰
も
知
ら
な
い
ラ
フ
ァ
エ
ッ
ロ
』
新
潮
社
（
と
ん
ぼ
の
本
）
二
〇
一
三
年

『
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
伝
記
集
』
平
凡
社
（
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）
二
〇
一
六
年

『
ル
ネ
サ
ン
ス
美
術
館
』
小
学
館
（
監
修
・
執
筆
）
二
〇
〇
八
年

『
ラ
フ
ァ
エ
ッ
ロ
』
宝
島
社　

二
〇
一
三
年

『〈
西
洋
美
術
史
を
学
ぶ
〉
と
い
う
こ
と
』
三
元
社
（
高
階
秀
爾
・
千
足
伸
行
と
共
著
・
喜
多
崎
親
編
）
二
〇
一
四
年

「
エ
ク
ラ
ン　

世
界
の
美
術
」（
主
婦
の
友
社
）・「
世
界
美
術
大
全
集
」（
小
学
館
）・「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
日
曜
美
術
館　

名
画
へ
の
旅
」（
講
談

社
）・「
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
」（
日
本
放
送
出
版
協
会
）・「
週
刊
朝
日
百
科　

世
界
一
〇
〇
都
市
」（
朝
日
新
聞
東
京
本
社
）

な
ど
の
美
術
全
集
の
解
説
等
多
数
。

翻
訳
書

カ
ラ
ー
版
世
界
の
巨
匠
『
ヴ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
』
評
論
社
（
共
訳
）
一
九
八
〇
年

ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
『
ル
ネ
サ
ン
ス
彫
刻
家
建
築
家
列
伝
』
白
水
社
（
森
田
義
之
監
訳
）
一
九
八
九
年
・（
新
装
版
）
二
〇
〇

九
年
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フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
パ
パ
フ
ァ
ー
ヴ
ァ
『
ヴ
ァ
チ
カ
ン
』
ヴ
ァ
チ
カ
ン
出
版
局
・
ほ
る
ぷ
教
育
研
究
所
（
共
訳
）
一
九
九
三
年

『
ヴ
ァ
チ
カ
ン
・
ガ
イ
ド　

美
術
館
と
市
国
』
ヴ
ァ
チ
カ
ン
出
版
局
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
図
書
（
監
修
）
二
〇
〇
六
年

フ
ァ
ブ
リ
ツ
ィ
オ
・
マ
ン
チ
ネ
ッ
リ
『
シ
ス
テ
ィ
ナ
礼
拝
堂
』
ヴ
ァ
チ
カ
ン
出
版
局
・
ほ
る
ぷ
教
育
研
究
所
（
共
訳
）
一
九
九
三
年

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
・
ロ
メ
イ
『
彫
刻
の
世
界
』
講
談
社　

絵
と
き
美
術
館
（
監
訳
）
一
九
九
六
年

ウ
ェ
ン
デ
ィ
・
ベ
ケ
ッ
ト
『
シ
ス
タ
ー
・
ウ
ェ
ン
デ
ィ
の
名
画
物
語
』
講
談
社
（
千
足
伸
行
監
訳
）
一
九
九
六
年

オ
ラ
ー
ツ
ィ
オ
・
ペ
ト
ロ
ジ
ッ
ロ
『
ヴ
ァ
チ
カ
ン
市
国
』
ヴ
ァ
チ
カ
ン
出
版
局
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
図
書
（
共
訳
）
一
九
九
九
年

デ
ズ
モ
ン
ド
・
ス
ア
ー
ド
『
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ　

灼
熱
の
生
涯
』
白
水
社
（
共
訳
）
二
〇
〇
〇
年
・（
新
装
版
）
二
〇
一
〇
年

グ
イ
ド
・
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ　

ビ
ン
バ
・
ラ
ン
ド
マ
ン
絵
『
天
才
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
と
ジ
ャ
コ
モ
少
年
』
西
村
書
店
（
共

訳
）
二
〇
〇
〇
年

ジ
ョ
イ
ア
・
モ
ー
リ
『
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
の
名
画
』
日
本
経
済
新
聞
社
（
監
訳
）
二
〇
〇
一
年

ア
ン
ド
レ
ア
・
ポ
メ
ッ
ラ
『
ヴ
ァ
チ
カ
ン
美
術
館
』
デ
ア
ゴ
ス
テ
ィ
ー
ニ
・
ジ
ャ
パ
ン
（
共
訳
）
二
〇
一
五
年

マ
ル
コ
・
カ
ル
ミ
ナ
ー
テ
ィ
『
ピ
エ
ロ
・
デ
ッ
ラ
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ　

モ
ン
テ
フ
ェ
ル
ト
ロ
祭
壇
画
』
西
村
書
店
（
共
訳
）
名
画

の
秘
密
シ
リ
ー
ズ　

二
〇
一
六
年

展
覧
会
関
係
（
展
覧
会
監
修
・
カ
タ
ロ
グ
監
修
・
カ
タ
ロ
グ
執
筆
）

イ
タ
リ
ア
大
統
領
来
日
記
念
『
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
秘
蔵　

イ
タ
リ
ア
名
作
デ
ッ
サ
ン
展
』
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
美
術
館　

一
九
八
二
年

『
ヴ
ァ
チ
カ
ン
美
術
館
展　

古
代
に
お
け
る
人
体
表
現
』
豊
田
市
美
術
館　

一
九
九
六
年

『
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
所
蔵　

一
七
世
紀
イ
タ
リ
ア
素
描
展
』
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
美
術
館
・
岐
阜
県
立
美
術
館　

一
九
八
七
年
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『
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
・
ル
ネ
サ
ン
ス　

芸
術
と
修
復
展
』
京
都
国
立
近
代
美
術
館
・
世
田
谷
美
術
館
・
名
古
屋
市
美
術
館　

一
九
九
一
年

『
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
ク
ラ
イ
ス
ト
・
チ
ャ
ー
チ
美
術
館
所
蔵　

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
素
描
展
』
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
栃
木
県
立
美
術
館
・
米
子
市
美
術
館
・
岐
阜
県
立
美
術
館　

一
九
九
四
年

『
華
麗
な
る
一
八
世
紀
イ
タ
リ
ア　

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
絵
画
展
』
上
野
の
森
美
術
館
・
京
都
市
美
術
館　

二
〇
〇
一
年

『
イ
タ
リ
ア
美
術
と
ナ
ポ
レ
オ
ン
展
』
札
幌
芸
術
の
森
美
術
館
・
愛
知
県
立
美
術
館
・
い
わ
き
市
美
術
館
・
松
坂
屋
美
術
館
（
名
古

屋
）・
北
九
州
市
立
美
術
館
・
京
都
文
化
博
物
館
・
鹿
児
島
市
立
美
術
館
・
大
丸
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
東
京
）
二
〇
〇
八

－

二
〇
〇
九
年

慶
長
遣
欧
使
節
出
帆
四
〇
〇
年
・
ユ
ネ
ス
コ
世
界
記
憶
遺
産
登
録
記
念
『
伊
達
政
宗
の
夢　

慶
長
遣
欧
使
節
と
南
蛮
文
化
』
仙
台
市

博
物
館　

二
〇
一
三
年

日
伊
国
交
樹
立
一
五
〇
周
年
記
念
『
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
展
』
国
立
西
洋
美
術
館　

二
〇
一
六
年

日
伊
国
交
樹
立
一
五
〇
周
年
記
念
『
メ
デ
ィ
チ
家
の
至
宝　

ル
ネ
サ
ン
ス
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
と
名
画
』
東
京
都
庭
園
美
術
館　

二
〇
一

六
年主

要
論
文

ピ
エ
ロ
・
デ
ッ
ラ
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
の
《
キ
リ
ス
ト
の
む
ち
打
ち
》
に
つ
い
て
（『
文
化
』
三
九
巻
一
・
二
号　

一
九
七
五
年
）

ジ
ョ
ッ
ト
神
話
の
形
成
（
上
）（
下
）（『
美
學
』
一
一
三
・
一
一
四　

一
九
七
八
年
）

シ
モ
ー
ネ
・
マ
ル
テ
ィ
ー
ニ
の
『
マ
エ
ス
タ
』
と
幼
児
キ
リ
ス
ト
の
一
タ
イ
プ
の
流
布
に
つ
い
て
（『
美
學
』
一
一
七　

一
九
七
九
年
）

La M
aestà di Sim

one M
artini e la diffusione del B

am
bino stante e benedicente nell ’arte italiana, 《A

ntichità viva

》, 

Fascicolo N
.₁ , ₁₉₈₀ .
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ピ
エ
ロ
・
デ
ッ
ラ
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
の
《
ウ
ル
ビ
ー
ノ
公
フ
ェ
デ
リ
ー
コ
・
ダ
・
モ
ン
テ
フ
ェ
ル
ト
ロ
夫
妻
の
肖
像
》
の
制
作
年

代
に
つ
い
て
（『
成
城
短
期
大
学
紀
要
』
一
一
号　

一
九
八
〇
年
）

ロ
レ
ン
ツ
ォ
・
ギ
ベ
ル
テ
ィ
の
『
コ
ン
メ
ン
タ
ー
リ
』
第
二
書
（『
成
城
短
期
大
学
紀
要
』
一
二
号　

一
九
八
一
年
）

ピ
エ
ロ
・
デ
ッ
ラ
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
の
『
遠
近
法
論
』（『
成
城
短
期
大
学
紀
要
』
一
三
号　

一
九
八
二
年
）

ピ
エ
ロ
・
デ
ッ
ラ
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カG

eom
etra e pittor

（『
成
城
短
期
大
学
紀
要
』
一
四
号　

一
九
八
三
年
）

中
世
シ
エ
ナ
の
都
市
建
設
（『
成
城
短
期
大
学
紀
要
』
一
五
号　

一
九
八
四
年
）

カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
の
伝
記
資
料
（『
成
城
短
期
大
学
紀
要
』
一
七
号　

一
九
八
六
年
）

ブ
ル
ネ
ッ
レ
ス
キ
と
ジ
ョ
ッ
ト　

サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
ノ
ヴ
ェ
ッ
ラ
聖
堂
の
《
磔
刑
像
》
に
関
す
る
一
考
察
（『
成
城
短
期
大
学
紀

要
』
一
八
号　

一
九
八
七
年
）

マ
ネ
ッ
テ
ィ
の
『
ブ
ル
ネ
ッ
レ
ス
キ
伝
』（『
成
城
短
期
大
学
紀
要
』
一
九
号　

一
九
八
八
年
）

ピ
エ
ロ
・
デ
ッ
ラ
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
の
《
ブ
レ
ラ
の
祭
壇
画
》
に
関
す
る
一
考
察
（『
成
城
短
期
大
学
紀
要
』
二
〇
号　

一
九
八
九

年
）

カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
犯
科
帳
（『
成
城
短
期
大
学
紀
要
』
二
四
号　

一
九
九
三
年
）

Jodokyo A
rt of the Late H

eian Period and B
aroque A

rt of R
om

e: A
n A

ttem
pt at C

om
parative H

istory of A
rt

（
平
安

後
期
の
浄
土
教
美
術
と
ロ
ー
マ
・
バ
ロ
ッ
ク
美
術
：
比
較
美
術
史
学
の
試
み
）（
英
文
と
和
文
の
論
文
『
美
術
史
に
お
け
る
日
本
と
西

洋Japan and E
urope in A

rt H
istry

』
中
央
公
論
美
術
出
版

一
九
九
五
年
）

バ
リ
オ
ー
ネ
裁
判
と
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
（『
成
城
大
学
短
期
大
学
部
紀
要
』
二
八
号　

一
九
九
七
年
）

カ
タ
ス
ト
史
料
と
美
術
家　

ル
ネ
サ
ン
ス
美
術
家
の
実
生
活
（『
成
城
大
学
短
期
大
学
部
紀
要
』
二
九
号　

一
九
九
八
年
）
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ヘ
ン
リ
ー
・
ム
ー
ア
の
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ピ
サ
ー
ノ
論
（『
成
城
大
学
短
期
大
学
部
紀
要
』
三
〇
号　

一
九
九
九
年
）

絵
画
に
関
す
る
ヴ
ィ
ン
チ
ェ
ン
ツ
ォ
・
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ー
ニ
の
書
簡
（『
成
城
大
学
短
期
大
学
部
紀
要
』
三
一
号　

一
九
九
九
年
）

研
究
ノ
ー
ト　

ヴ
ェ
ド
ゥ
ー
タ
（
都
市
景
観
画
）
に
つ
い
て
（『
成
城
大
学
短
期
大
学
部
紀
要
』
三
二
号　

二
〇
〇
〇
年
）

芸
術
家
像
の
形
成　

ル
ネ
サ
ン
ス
と
バ
ロ
ッ
ク
の
美
術
家
た
ち
（『
成
城
大
学
短
期
大
学
部
紀
要
』
三
四
号　

二
〇
〇
一
年
）

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
サ
ン
・
ミ
ニ
ア
ー
ト
・
ア
ル
・
モ
ン
テ
聖
堂
と
洗
礼
堂
（『
成
城
大
学
短
期
大
学
部
紀
要
』
三
五
号　

二
〇
〇
三

年
）

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
都
市
の
成
り
立
ち
（『
成
城
大
学
短
期
大
学
部
紀
要
』
三
七
号　

二
〇
〇
五
年
）

ピ
エ
ロ
・
デ
ッ
ラ
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
の
祭
壇
画　

伝
統
と
創
意
（『
成
城
美
学
美
術
史
』
一
五
号　

二
〇
〇
八
年
）

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
、
神
の
手
で
造
ら
れ
た
都
市
（『
成
城
文
藝
』
二
〇
六
号　

二
〇
〇
八
年
）

感
情
、
教
育
、
美
術　

美
術
史
家
の
一
考
察
（『
現
代
の
エ
ス
プ
リ
』
四
九
四
号　

二
〇
〇
八
年
）

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
の
素
描
（『
美
学
美
術
史
論
集
』
八
号　

二
〇
〇
九
年
）

支
倉
常
長
の
肖
像
に
関
す
る
一
考
察　

グ
ロ
ー
カ
ル
化
に
と
も
な
う
文
化
移
転
と
そ
の
中
核
と
な
る
美
術
作
品
の
一
例
と
し
て
（『
グ

ロ
ー
カ
ル
文
化
研
究
』
二
〇
一
〇
年
）

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
《
ダ
ヴ
ィ
デ
》
の
設
置
場
所
（『
美
学
美
術
史
論
集
』
一
九
号　

二
〇
一
〇
年
）

支
倉
常
長
の
肖
像
画
（『
仙
台
市
史
特
別
編
八　

慶
長
遣
欧
使
節
』
仙
台
市　

二
〇
一
〇
年
）

一
七
世
紀
美
術
に
お
け
る
ロ
ー
マ
の
役
割
（『
美
学
美
術
史
論
集
』
二
〇　

二
〇
一
三
年
）

カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
の
二
つ
の
伝
記　

コ
ス
タ
ン
ツ
ァ
・
ボ
ナ
レ
ッ
リ
の
肖
像
を
め
ぐ
っ
て
（『
成
城
美
学
美
術
史
』
二
二
号　

二
〇
一

六
年
）




